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今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
列
車
を
舞
台
に
し
た
傑
作
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
一
九
五
九
年

に
製
作
さ
れ
た
「
夜
行
列
車
」
で
あ
る
。
監
督
は
、「
影
」
や
「
尼
僧
ヨ
ア
ン
ナ
」
等

を
撮
っ
た
イ
エ
ジ
ー
・
カ
ヴ
ァ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
。
カ
ヴ
ァ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
監
督
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
映
画
界
の
重
鎮
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
に
亡
く
な
る
直
前
ま
で
映
画
を
撮
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の
日
本
人
が
注
目
し
た
の
は
「
夜
行
列
車
」
を
は
じ
め
と

し
た
こ
れ
ら
の
三
作
が
公
開
さ
れ
た
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
で

あ
っ
た
。
当
時
、
い
わ
ゆ
る
「
雪
解
け
」
が
ソ
連
、
東
欧
に
広
が
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
主

義
に
対
す
る
批
判
を
正
面
と
い
う
よ
り
、
側
面
か
ら
取
り
上
げ
た
映
画
が
か
な
り
製
作

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
傑
作
が
生
ま
れ
、
代
表
的

な
例
が
、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
の
「
地
下
水
道
」
と
「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
で
あ

る
と
思
う
。
カ
ヴ
ァ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
日
本
公
開
第
一
作
の
「
影
」
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
映

画
の
こ
の
動
向
を
反
映
し
て
お
り
、
共
産
党
の
秘
密
主
義
へ
の
疑
問
が
鋭
く
投
げ
掛
け

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
た
が
、
そ
の
後
は
ワ
イ
ダ
等
と
は
異
な
り
、
映
画
作
家
と
し

て
の
興
味
は
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
批
判
と
は
異
な
っ
た
方
向
に
向
か
っ
た
。
同
時
期

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
現
れ
た
ロ
マ
ン
・
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
と
同
様
に
、
才
能
豊
か
な
カ
ヴ
ァ
レ

ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
自
国
の
直
面
す
る
政
治
的
テ
ー
マ
か
ら
は
距
離
を
置
き
、

こ
の
映
画
や
「
尼
僧
ヨ
ア
ン
ナ
」
で
見
応
え
の
あ
る
映
画
を
撮
り
、
映
画

フ
ァ
ン
の
期
待
に
応
え
た
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、「
夜
行
列
車
」
の
俳
優
た
ち
の
演
技
の
質
の

高
さ
で
あ
る
。
マ
ル
タ
を
演
じ
る
主
演
女
優
の
ル
チ
ー
ナ
・
ヴ
ィ
ン
ニ
ツ
カ

（
実
生
活
で
は
カ
ヴ
ァ
レ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
夫
人
）
は
、
こ
の
映
画
と
「
尼
僧
ヨ
ア

ン
ナ
」
の
演
技
で
世
界
的
な
名
声
を
得
た
し
、
医
者
イ
エ
ジ
ー
役
の
男
優
の

レ
オ
ン
・
ニ
ェ
ム
チ
ッ
ク
は
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
名
作
「
水
の
中
の
ナ
イ
フ
」

に
主
演
、
マ
ル
タ
に
つ
き
ま
と
う
若
者
を
演
じ
る
ズ
ビ
グ
ニ
エ
フ
・
ツ
ィ

ブ
ブ
ル
ス
キ
は
「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
主
演
、
存
在
感
の
あ
る
若
い
反

逆
者
を
演
じ
た
。
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
俳

優
が
数
多
く
出
演
し
、
見
事
な
演
技
を
見
せ
て
い
る
。

物
語
は
、
夏
の
休
暇
期
、
海
岸
に
向
か
う
列
車
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
殺
人

犯
の
行
動
を
背
景
に
、
逃
走
劇
に
巻
き
込
ま
れ
た
乗
客
た
ち
の
人
間
模
様
を

描
い
て
い
る
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
「
バ
ル
カ
ン
超
特
急
」
と
の
類
似
を
示
唆

す
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
見
て
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド

キ
の
ス
リ
ラ
ー
映
画
で
は
な
く
、
一
等
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
不
幸
な
男
性
経

験
を
持
つ
マ
ル
タ
と
、
ご
く
最
近
ト
ラ
ウ
マ
と
な
る
経
験
を
し
た
医
師
イ
エ

ジ
ー
と
の
や
り
取
り
を
中
心
に
、
他
の
乗
客
た
ち
の
言
動
を
絡
め
て
描
く
群

像
劇
で
あ
る
。
ま
た
、
東
欧
の
映
画
に
あ
り
が
ち
な
暗
さ
は
な
く
、
む
し
ろ

西
欧
的
な
一
種
の
小
市
民
的
な
倦
怠
感
が
漂
う
雰
囲
気
の
あ
る
映
画
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。

こ
の
映
画
は
、
上
手
な
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
と
効
果
音
に
よ
り
、
夏
の
午
後
か

ら
夜
に
か
け
て
、
込
み
合
っ
た
夜
行
列
車
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
観

客
に
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
に
と
っ
て
印
象
に
残
っ
た
シ
ー
ン
は
、
夜

が
明
け
、
終
点
の
最
寄
り
駅
で
マ
ル
タ
に
つ
き
ま
と
っ
た
青
年
が
よ
り
を
戻

せ
な
い
と
知
り
、
茫
然
と
列
車
を
見
送
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
朝
の
明
る
い
光

の
中
で
失
恋
を
悟
っ
た
若
者
の
心
情
を
良
く
表
現
し
て
い
る
。
最
近
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
発
売
さ
れ
、
茶
の
間
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
ご
覧
に
な
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
。
し
か
し
、
欲
を
言
え
ば
、「
夜
行
列
車
」
の
よ
う
に
手

の
込
ん
だ
黒
白
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
映
画
は
、
小
さ
な
映
画
館
で
見
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
思
う
。
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